
　新年あけましておめでとうございます。

　組合員の皆さまには、日頃より組合運営に多大なるご協力を賜り、心より御礼申し上

げます。

　昨年は、全国的に災害が相次ぎ、静岡県内でも被災が生じ、地域の安全確保の重要性が

改めて浮き彫りとなりました。当組合では、２０２６年を、防災力強化の年と位置づけ「

防災対策室」を設置いたします。組合員店舗の防災チェックリストの標準化、非常時連絡

網の見直し、停電や断水時の業務継続ガイドラインの作成に取り組んでまいります。

　理容店は地域住民が日常的に訪れる場所であり、
地域の安心拠点」としての役割がま

すます求められています。非常事態に備えて、しっかりと構築してまいりたいと思いま

す。そして、私たちが直面している大きな課題が「店主の高齢化」です。後継者不足が

深刻化し、地域の理容サービスの維持が難しくなるケースも増えています。これに対し

本年は、高齢店主の働きやすさを考慮した環境整備、後継者育成と店舗承継M&Aに関す

る相談窓口への案内。健康維持・働き方見直しのためのセミナー開催など、組合として

継続可能な営業体制づくりを後押ししてまいります。

　また、理容業界の活性化には「売上アップ」が不可欠です。人口減少や競合環境の変

化を踏まえ、引き続き生産性向上につながる「
儲かる業づくり」へ向けたメニュー提案

の提供をいたしてまいります。

　デジタル化へ向けての「
ヘアなび」を活用したSNS・予約システム活用の実践研修、

女性部ならびにジュニアパートナー世代に向けた魅力発信企画を推進し、各店の収益改

善を総合的に支援してまいります。

　そして、理容サービスのあり方にも変化が求められています。本年は、訪問理容への

支援制度の活用に向けた研究や、シニア層に寄り添う接遇研修の充実、高齢者が安心し

て通える店舗環境づくりを重点に、皆さまの技術とサービスが地域の健康・衛生を支え

る重要な役割を果たせるよう支援してまいります。

　２０２６年が、組合員の皆さまにとって安全で実り多き１年となり、県理容組合が大

きな一歩を踏み出す年となることを心より祈念し、新年のご挨拶とさせていただきま

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年（２０２６年）元旦

年頭所感
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新 春
　新年おめでとうございます
　２０２６年の年頭にあたり、謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　旧年中は、格別なるご支援とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。昨年を振り返りますと、国の生活衛
生補助金等を活用しての「クールジャパンの技・美女男術セミナー」を、各組合よりの推薦の方を講師と
して認定を行ない、全国共通の儲かる業づくり講習会を実施しました。
　また、タレントの友近さんを起用した理容の紹介動画を制作してYouTube上で発信し、拡散するという
試みを進めています。日本の理容の素晴らしい技は国内に留まらせず、海外へも広く訴求してまいりま
す。
　また、増加の一途をたどる訪日外国人を理容サロンの集客に結ぶべき、インバウンド現場対応に活かさ
れるポイントや、インバウンド客に多く見られるニーズを学ぶセミナーも開催しました。実際に多くの外
国人客が訪れるサロンの理容師を講師に、それぞれのサロンでどのように対応していくか、多くの外国人
客が注文するカットやリラクゼーションの技など、日本で楽しめる技術を学ぶサロン営業に直結する内容
となっていて、今後も各サロンへの営業サポートをしてまいります。
　加えて、本年度の計画の中には、「首都直下型地震や、南海トラフ巨大地震等が心配される我が国で、
災害に強い連合会ネットワークづくりをめざし、各組合のＢＢ防災士と連合会事務局とのLINE接続を推進
する」こととしています。夜間等連絡が取りづらい時間帯においても、連絡手段の確保が出来るようその
確立をめざしてまいります。
また、２０２６年は、地球温暖化防止対策に取り組んで２０周年をむかえます。本年はそれに合わせて、
厚生労働省や環境省の協力のもと、１０月１９日、鹿児島県で開催予定の仮称「ＢＢジャパンカップ
2026」（第７８回全国理容競技大会）への新部門として、クールビズヘア・チャンピオンシップを考えた
いと思います。業界が一体となっての社会貢献につながる事業「デコ活（脱炭素につながる新しい豊かな
暮らしを創る国民運動）」の施策に、是非、協調して参加下さい。
　さらに連合会の一大事業として、団体生命小型共済に若年層は一口全員無料加入という思い切った手法
で時代に沿った制度へ改定いたします。理容師の生活を守るのは私の使命です。「昨日と同じ今日はあり
ません」。今後も広く見直しをはかり全国理容連合会の健全運営をめざして新たな挑戦を恐れず、対応し
てまいります。
　全国理容連合会は、本年も４７都道府県組合と一丸となり、理容業界の成長に向けて邁進する所存でご
ざいますので、引き続き叱咤ご指導賜りますようお願いします。

昨日と同じ今日はありません

２０２６年
年頭所感

全国理容生活衛生同業組合連合会

理事長
大森
利夫
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CHAMPIONSHIPジャパンカップ2025
77  

　2025年10月21日(火)、兵庫県神戸市
ワールド記念ホール（神戸ポートアイラン
ドホール）に於いて「CHAMPIONSHIPジャパンカップ2025（第77回全国理容競技
大会）」が開催されました。全国から技術を磨き抜いた精鋭たちが集い、理容技術
の日本一を目指して熱い戦いを繰り広げた本大会には、全5部門にわたり総勢197名
が出場。静岡県からも6名の代表選手が参加した。
第1部門は「クラシカル·トレンドヘア
カット·スタイリング」。時代を超えて愛される
スタイルと現代の感性が融合した仕上がりは、まさに“伝統と革新”の競演であった。
第2部門「レディスカット·トレンドスタイル」では、女性らしさとトレンドを両立させ
た作品が並び、華やかな空間を演出。特にカラーとシルエットのバランスに各選手の
個性が光っていた。
注目の第3部門「Hair
Creation－2025『UNDERSTAND』」では、自由な発想と高
度な技術を駆使した作品が登場。その中で、静岡県代表·青山将太選手（菊川支部）
が見事敢闘賞に輝いた。青山選手の作品には、「UNDERSTAND」というテーマに
対する深い理解と、観る者の心を打つメッセージ性が込められていた。彼のこれま
での努力、静岡県講師会やトレーナーの指導、そして静岡県理容組合員の皆様の支
えが、この素晴らしい結果につながったことは間違いない。
第4部門「タウンヘア『波と蒼空のコンチェルト』」は、自然と共鳴するような柔ら
かで爽やかな作品が多く、見ているだけで心が洗われるようだった。日常の中にあ
る美しさを表現する難しさと、その中にこそ宿る職人技の深さを改めて実感した。
第5部門「アデランス杯·ヘアピース」では、ヘアピースを用いた自然な仕上がりが求
められ、年齢や性別に関係なく理容が果たす役割の広さを感じさせられた。
静岡県代表の6名の選手たちは、日頃から厳しい練習を重ね、この大会に向けて技
術を磨いてきた。その姿勢は、技術者としての誇りと静岡県組合員の期待を背負う
覚悟を感じさせるものであり、観る者に感動を与えた。
来年の大会は鹿児島県での開催が予定されている。静岡県選手団の今後の更なる飛
躍を期待するとともに、理容という職業が持つ可能性の広がりを再認識させられた
大会であった。

 Kouta 
Katagiri

 Keizo 
Nakayama

 Shota 
Aoyama

 Takemitu 
Katsuta

Shunnosuke
Muramatsu

 
Toshiro

Mizushima 

教育部長　鈴木晴久

お見舞い

令和７年台風第１５号により被害に遭われた組合員の皆様に
心よりお見舞申し上げます。

一日も早い平穏な日々の回復をお祈り申し上げます。
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東部会だより

　秋の深まるなか、１１月４日(火)県東部保健所にて保健所職員と理容、美容

をはじめ生衛業７業種の役員の方々、生活衛生指導センター、政策金融公庫の

方が集まり意見交換が行われました。

　理容組合からは三島支部長、沼津支部長、私、南田方支部長３名が出席致し

ました。

　理容からは、組合員店と員外店との衛生消毒に対しての捉え方に温度差を感

じると意見致しました。私の支部では衛生講習会を開催するにあたり、講習会

チラシを作成し、員外店へ配布を行いましたが、員外店10店舗に対し受講者は

0名、1店舗も出席がありませんでした。組合員は９４％の出席率であります。

法令順守への取り組み方の違いは歴然としております。他業種の方々も同様

で、特に飲食業は大きな差があるようです。チェーン店などはパート、アルバ

イトの従業員が多いため業務上の衛生消毒に対する意識が薄く心配になるとの

話でした。私達はお客様に直接刃物を使用し、接近距離が30センチの特殊な業

種です。コロナウイルスによるパンデミック以降、衛生消毒に対する意識はさ

らに向上していると思います。他の生衛業の見本となるような理容組合になる

ように、各支部で行っている衛生講習会、支部役員·保健所職員による店舗検査

の実施を徹底し、お客様から信頼を頂ける組合員店にしていかなければなりま

せん。私達組合役員も努力して参りますので、組合員の皆様もお客様に胸を張

れる店舗になるようご尽力をお願い致します。

　最後に、沼津支部の齊藤支部長が「実際に店舗検査を実施した上で、組合員

店と員外店との違いを比べ、率直なご意見を聞かせて頂きたい。」との質問に

対し、「店内の清掃·衛生·消毒方法に対してモラルの違いを感じておりま

す。」との回答が保健所よりありましたことを御報告いたします。

東部会広報　原　晋一
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中部会だより
　９月に開催されましたグラウンドゴルフ大会は、多くの組合員の皆さまにご参加いただ

き、無事に終了いたしました。近年、組合員数の減少などさまざまな要因により、行事の

縮小や開催見送りが続く状況にありますが、当日は久しぶりに顔を合わせた仲間同士が笑

顔で語り合い、友人のお子さまの成長を喜ぶ声も聞かれ、改めて「集まる場」の大切さを

実感いたしました。

　こうした中、私が特に印象深かったのは、竜巻被害に遭われた組合員の方から伺ったお

話です。突然の災害に見舞われた際、同じ組合の仲間から温かい声をかけてもらい、それ

がどれほど励みになったかという言葉でした。学生時代の友人や地域のつながりなど、さ

まざまな人間関係がありますが、「同じ仕事をし、同じ現場で働いている仲間の存在は、

何よりも心強かった」というお話に、私自身深く胸を打たれました。困難なときに支え合

える仲間がいること、それ自体が非常に価値の高いことであり、理容業という共通の仕事

を通じて築かれてきた絆の尊さを改めて感じました。

　正直申し上げますと、私自身もこれまで「集まりは準備が大変」「忙しいから参加を迷

う」という思いを抱いたことがありました。しかし、多くの先輩方や歴代の支部長をはじ

め、これまで組合を支えてこられた方々のご尽力があって今日のつながりがあり、その絆

が今も受け継がれていることを思うと、参加することの意味を改めて考えさせられます。

　これから年度末にかけて、各支部でも締めの会合やイベントなどが増えてくる時期にな

ります。支部旅行や研修会など、普段はなかなかゆっくり話す機会のない仲間と交流でき

る貴重な場でもありますので、ぜひ積極的にご参加いただければと思います。中部会でも

３年に１度の旅行が企画されております。日常から一歩離れ、同じ業界の仲間と時間を共

有することで、新たな気づきや励まし、親睦が深まる良い機会になるはずです。

　また、組合活動をより良いものにするためには、皆さまのお声が欠かせません。「こん

な企画があれば参加したい」「こうした集まりを開催してほしい」など、どんなご意見で

も大歓迎です。いただいたご意見を今後の企画づくりに生かし、組合員の皆さまが参加し

やすく、そして有意義だと感じていただける場をつくっていきたいと考えております。

今後も組合のつながりを大切にし、支え合えるコミュニティづくりに努めてまいりますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。

中部会広報　加藤慎也
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西部会だより
　今年度、静岡県理容組合で力をいれた、静岡県講師・栩木奈美江講師による「美男

術」セミナーは、メンズシェービングの価値を再認識し、その魅力を最大限に引き出す

ことで店舗の単価アップにつなげる実践的なプログラムとして高い評価を得ています。

理容師ならではの技術を活かし、男性美容の需要が高まる時代にどのように対応してい

くのか。そのヒントが詰まった、大変貴重な学びの場でした。

　しかしながら、講習の価値は「参加して良かった」で終わるものではありません。学

んだ技術や視点を、いかに自店のサービスへ落とし込み、継続的な利益につなげていく

かが何より重要です。「美男術」で得た知識を自店でどう活かしているのか、皆さまの

取り組みや成果をぜひ共有していただきたいと思っております。実際に取り入れた工夫

や、お客様の反応、料金設定の変化など、サロンごとの実例を持ち寄ることで、県内全

体の技術価値向上にもつながるはずです。

　もし「新たなメニューを導入したいが自店だけでは不安」「どのように価格設定すべ

きか迷う」という場合には、支部教育部長や周囲の仲間と相談しながら進めていただく

ことをお勧めいたします。業界の課題に対して個々のサロンが単独で動くのには限界が

あります。だからこそ、同じ学びを共有した仲間と協力し、メンズシェービングの価値

を地域全体で底上げしていくことが、結果的にお客様からの信頼と業界の発展につなが

ると考えています。

　当店でも、講習で学んだ“モコモコ泡シェービング”を独自に再構築し、「神泡シェー

ブ」というメニュー名を掲げて提供を開始しました。施術工程の見直しに加え、ネーミ

ングや店内POP、説明時の言葉選びなど、お客様の期待感を高める工夫を重ねたこと

で、多くのお客様に高い評価をいただき、売上アップへ直結する結果となりました。改

めて、技術はもちろん“伝え方”や“演出”が価値を生むことを実感しました。

　メンズシェービングには、理容師だからこそ提供できる専門技術と癒しの時間があり

ます。これを強みとして磨き、喜んでいただける形でメニュー化することが、サロンの

魅力向上はもちろん、地域の理容業全体の活性化につながります。美男塾で得た学び

を、ぜひ皆さまのサロンの未来づくりに役立てていただきたいと思います。

西部会広報　橋本正史
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【　編集後記　】

　新年あけましておめでとうございます。昨年も組合活動へのご理解とご協力を賜り、
心より感謝申し上げます。2025年は、行事の縮小や働き方の変化など、業界としても改
めて「つながり」の価値を考える一年となりました。その中で、各支部・組合員の皆さ
まが前向きに活動を支え合う姿勢に、広報として多くの力をいただきました。
　2026年は、より一層“必要とされる広報”を目指し、情報の見やすさ・届け方・タイ
ミングを意識した誌面づくりに努めてまいります。また、組合員の皆さまの声を大切
にし、現場の温度感が伝わる広報誌でありたいと考えています。本年もどうぞよろし
くお願いいたします。 広報部長　松浦訓久
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　　　　　　　　　　　富
士　支部
藤田　俊文
　様　（78歳）　令和
7年
9月

　　　　　　　　　　　　清
水　支部
朝倉　照雄　
様　（78歳）　令和
7年
9月

　　　　　　　　　　　　磐
南　支部
杉山
武
　　様　（79歳）　令和
7年　9月

物　故　者　謹んでお悔やみ申し上げます


